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いて明らかにすることを目的としている。

本論文は、序章「研究の課題と方法」において、本研究の課題、先行研究 、研究資料、

本論の構成を示した上で、本論は 2 部構成を採り、第Ⅰ部では、インドネシアの高等教育

の発展とその背景や歴史的変遷について、私学の果たした役割に着目しつつ、記述した。

第Ⅱ部では、近年の私学高等教育の発展について、私立高等教育機関の設置の仕組みとそ

の変遷、私立高等教育機関の設置者単位の経営行動の把握、私学高等教育の質的側面、私

学高等教育の経費はどう負担されているのかなどの私学高等教育の経済的側面という 4 つ

の総合的な観点に着目して分析を行っている。その上で、終章において、総括を行い、今

後の研究課題を示している。

第Ⅰ部「インドネシアにおける高等教育の発展と私学が果たした役割」は、3 章から構成

されている。まず、第 1 章では、インドネシアの社会経済の特徴について検討している。

インドネシアの高等教育が拡大してきた背景には、その経済社会の発展があるが、それは

どのような変遷を経て、現状はどうなっており、また、どのような課題を有しているのか

について明らかにしている。次に、第 2 章では、私学高等教育の発展に焦点を当てながら、

オランダ植民地時代から今日までの教育の歴史的な変遷を辿っている。第 3 章では、高等

教育の現状について、私立と国立の高等教育機関を比較しながら記述している。先ず、学

校教育全般について記述し、次に、高等教育機関の学生規模、教育内容、教員体制につい

て明らかにしている。

第Ⅱ部「私学高等教育の発展の動向に関する考察」は、6 章から構成されている。第 4 章

では、私立高等教育機関の設置及び転換の仕組みについて、その変遷と現状を検討してい

る。次いで、第 5 章では、職業教育を実施する私立高等教育機関の設置者単位での設置・

転換や学生数の動向について検討するため、ジャカルタ特別州のアカデミーとポリテクニ

ックを取り上げて考察している。さらに、第 6 章では単科大学、専門大学及び総合大学を

対象として、前章と同じくジャカルタ特別州の単科大学、専門大学及び総合大学の設置者

単位での設置・転換や学生数の動向について考察している。第 7 章では、高等教育機関の

質的側面について、全国高等教育機関アクレディテーション委員会（BAN－PT）によるア
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クレディテーション結果に基づいて、私立と国立の機関を比較しながら、私学高等教育の

質的側面の現状を検討している。そして、第 8 章では、私学高等教育の実施に必要な費用

は誰が負担しているのか、また、私立高等教育機関の財務の現状はどうなっているのか、

という 2 つの視点から私学高等教育の経済的側面について検討している。

以上の結果を踏まえ、終章「総括と今後の研究課題」では、第 1 節で、私立高等教育機関

の類型化により、私学高等教育の発展の状況を整理した上で、私学高等教育の発展の特徴

と今後の発展のための課題を述べ、第 2 節では、検討対象地域の拡大、より多様な経営主

体の分析、等の残された研究課題について考察している。

論文審査要旨

その結果、審査員全員一致で、①本論文は、当該分野では、対象にされることの少ない

インドネシアの高等教育について、また、ようやく研究が進み始めた私立高等教育につい

て、インドネシアの社会発展との関係で高等教育の発展をとらえ、その中で私学高等教育

機関が果たしてきた役割を多面的に分析した優れた論文であること、インドネシアにおい

ては、当該の対象について必ずしも十分な統計資料が整備されておらず、そのことがこの

国の研究に取り組む者の少ないことに結びついいると考えられるが、筆者は、それを、事

例研究でそれを補うとともに、設置行政の歴史的変遷、設置者の経営行動、私学経営の経

済的側面、教育の質的側面という４つの分析視点から丁寧に考察することによって、対象

の存在を浮き彫りにすることに成功し、その目的を果たしているおり、当分野の現在の研

究水準に達している、②困難な対象に対しても、方法を工夫して必要なテーマに取り組む

姿勢、当該対象の研究に必要な語学の修得は方法論の開拓力を持つことが示されており、

将来、自立して研究活動ができる能力を十分に有している、③本論文は、研究することが

必要だが、整備された資料の少ないなど困難性のある対象に対して、上記の様な独自の方

法をもって取り組んで、相当の成果を挙げ、さらには対象に即して独自の私立高等教育機

関の発展類型を生み出しているなど、高い独創性、優秀性が見出される、との、審査結果

となった。

以上により、博士論文として合格と判定した。

口頭審査要旨

口頭発表は、論文の研究課題、研究方法、各章の内容、全体として成果、今後の課題等

についてなされ、背景となる本人の問題意識やこれまでの研究経緯を知ることができる、

論文審査は、①当該分野の現在の研究水準に達しているか、②将来、自立して研究活動

ができる研究能力を示しているか、③論文の優れた点(独創性等)が見出せるか、の観点から

行われた。
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適切なものであった。また、論文要旨とスライドを用いて示すプレゼンテーションも明

快なものであった。

これに対して、審査委員から課題意識、研究方法の適切性と各対象記述の適格性、各章

及び全体の内容の確認、背景知識の確認、今後の課題等について質問及びコメントがなさ

れ、それに対する応答は、個々の内容が適切なものであっただけでなく、全体としては、

当人の関連知識の豊富さと、さらに自己の現在の到達点と今後の課題への深い認識を示す

ものであった。

これらのことから、全体として、十二分に合格とすべき水準にあるものと判断した。


